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甘～いプレゼントノ

　南小学校4年2組で、社会科の
授業の一環として文通した、沖縄

の大里村立北小学校4年生一同か
らサトウキビをプレゼントされま
した。

　子供達は、初めて見る遠い南の
島の味を楽しみました。

●

●

4月 〔3月1日現在人口〕
男5，708人　女5，834人　計11，542人

世帯数3，171面積22．88平方キロ

●発行所　埼玉県大里郡江南町役場

●発行人江南町長柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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平
成
二
年
第
一
回
定
例
議
会
が
三
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

会
期
十
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
議
案
は
、
平
成
二
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
各
予
算

を
は
じ
め
、
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
、
平
成
元
年
度
一
般
会
計

住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
及
び

一
部
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
二
十
四
議
案
が
上
程
さ
れ
本
会
議
、
各

常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

鰹
騒
灘
鰯
灘
羅
騨
、

●
江
南
町
国
民
健
康
保
険
高
額
医
療
費

　
資
金
貸
付
条
例
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
医
療
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
高

額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
主
に
対
し
、
支
給
を
受

け
る
ま
で
の
間
、
療
養
に
必
要
な
費
用

を
貸
付
け
る
も
の
で
す
。

●
江
南
町
国
民
健
康
保
険
高
額
医
療
費

　
資
金
貸
付
基
金
条
例
（
原
案
可
決
）

　
医
療
福
祉
の
　
環
と
し
て
、
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
に
対
し
、
高
額
医

療
費
資
金
の
貸
付
事
業
を
行
う
に
あ
た

り
、
こ
の
資
金
と
す
る
た
め
に
基
金
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

●
江
南
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
国
・
県
の
行
政
機
関
や
金
融
機
関
の

週
休
二
日
制
が
定
着
し
た
こ
と
か
ら
、

町
役
場
も
七
月
か
ら
第
二
・
第
四
土
曜

日
の
業
務
を
お
休
み
（
土
曜
閉
庁
）
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

●
江
南
町
水
田
農
業
確
立
特
別
対
策
基

　
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

　
る
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
水
田
農
業
確
立
後
期
対
策
の
円
滑
な

推
進
に
資
す
る
た
め
、
基
金
を
設
置
す

る
も
の
で
す
．

●
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
江
南
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
町
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
事
務
局

に
増
員
し
、
行
政
需
要
の
増
加
に
と
も

な
い
一
層
の
充
実
を
さ
せ
る
も
の
で
す
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

　
に
関
す
る
条
例
の
［
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例
に
も
と
づ

い
て
職
員
の
土
曜
閉
庁
に
関
連
し
、
規

定
の
整
備
を
は
か
る
も
の
で
す
。

●
江
南
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
し
尿
手
数
料
を
三
十
六
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
二
百
五
十
円
か
ら
二
百
七
十
円
に

料
金
改
正
い
た
す
た
め
の
も
の
で
す
。

●
平
成
二
年
度
江
南
町
一
般
会
計
予
算

●
　
　
（
原
案
可
決
）

　
　
　
　
　
●

●
平
成
二
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
予
算
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
二
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

　
会
計
予
算
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
二
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

　
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●
平
成
二
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

　
予
算
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

欝
灘
鱗
灘
騨

●
平
成
元
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
四
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
九
干
五
百
万
円
を
追
加
し

予
算
総
額
は
三
十
億
八
千
六
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

〔
歳
入
〕

o
町
税
　
　
二
、
四
三
三
千
円

○
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
O
O
O
千
円

o
地
方
交
付
税
　
四
〇
、

○
国
・
県
支
出
金
　
一
、

o
財
産
収
入
　
　
二
四
、

○
寄
附
金
　
　
　
一
〇
、

○
町
　
債
　
　
△
一
九
、

○
そ
の
他
の
歳
入
　
四
、

○
歳
入
合
計
　
　
九
五
、

叢
出
〕

○
歴
史
公
園
整
備
事
業

O
O
O
千
円

七
一
五
千
円

九
九
九
千
円

O
O
O
千
円

一
〇
〇
千
円

九
五
三
千
円

O
O
O
千
円

（
測
量
委
託
・
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用
地
取
得
費
）
五
二
、
九
四
四
千
円

○
熊
谷
地
区
消
防
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
五
〇
千
円

○
児
童
手
当
支
給
事
業
（
支
給
対
象
者

　
の
減
少
）
　
　
△
四
、
六
、
二
九
千
円

○
転
作
団
地
定
着
化
奨
励
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
九
、
三
千
円

○
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
繰
出

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
九
五
千
円

○
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
△
一
八
、
0
0
0
千
円

○
基
金
積
立
（
財
政
調
整
基
金
、
公
共

　
施
設
整
備
基
金
、
ま
ち
づ
く
り
基
金

　
な
ど
の
利
子
、
寄
附
な
ど
）

　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
、
五
五
三
千
円

○
そ
の
他
の
歳
出
　
二
、
五
〇
四
干
円

○
歳
出
合
計
　
　
九
五
、
O
O
O
千
円

●
平
成
元
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
二
百
五
十
九
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
二
千
三
百
二
十
四
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

大
字
千
代
地
内
の
町
道
が
路
線
整
備

さ
れ
た
の
で
、
道
路
法
に
も
と
ず
い
て

認
定
・
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
認
定
（
幅
員
二
・
七
m
～
四
m
で
延

長
二
八
七
・
八
m
）

　
廃
止
（
幅
員
二
・
七
m
～
二
・
八
m

で
延
長
二
六
一
・
九
m
）

轟難

顯
麟
灘
騨
騨

　
教
育
委
員
の
辞
任
、
人
権
擁
護
委
員

の
任
期
満
了
と
増
員
に
と
も
な
い
、
あ

ら
た
に
委
員
の
任
命
・
推
薦
の
同
意
を

議
会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
　
称
略
）

出
す
る
と
と
も
に
、
後
年
度
に
過
重
な

財
政
負
担
を
招
か
な
い
よ
う
留
意
い
た

し
ま
し
た
．
、

　
国
庫
・
県
支
出
金
を
財
源
と
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
予
算
編
成

の
動
向
や
行
財
政
改
革
に
伴
う
制
度
改

正
を
的
確
に
把
握
し
、
事
業
効
果
・
緊

急
性
・
負
担
区
分
の
あ
り
方
な
ど
を
ト

分
検
討
し
て
事
業
の
選
択
を
行
い
ま
し

た
。

　
経
常
経
費
の
節
減
合
理
化
を
図
る
た

め
、
一
般
行
政
費
の
抑
制
に
努
め
、
町

税
等
の
自
主
財
源
確
保
・
充
実
に
一
層

努
力
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
新
し
い
総
合
振
興
計
画

を
も
と
に
、
江
南
町
の
将
来
像
で
あ
る

　「

躍
動
！
夢
と
ふ
れ
あ
い
パ
ワ
フ
ル
2
1
」

に
向
か
っ
て
、
次
の
よ
う
な
諸
施
策
に

　
　
　
　
　
　
●

●
教
P
会
奮
の
任
命

　
岡
　
部
　
　
進
…
…
新
任

　
住
所
　
大
字
小
江
川
七
三
〇
番
地

　
生
年
月
日
　
昭
和
二
年
↓
月
一
日

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

○
　
柴
　
　
芳
　
夫
…
…
再
任

　
住
所
　
大
字
柴
一
五
三
番
地

　
生
年
月
日
　
大
正
九
年
±
月
二
士
一
百

○
木
　
村
　
巳
　
美
…
…
新
任

　
住
所
　
大
字
千
代
一
〇
八
番
地
一

　
生
年
月
日
　
昭
和
四
年
二
月
十
『
日

　
昭
和
五
十
七
年
に
定
め
た
江
南
町
総

合
振
興
計
画
基
本
構
想
を
改
定
し
、
今

回
は
平
成
二
年
を
出
発
点
と
し
、
目
標

年
次
は
二
十
】
世
紀
の
初
年
度
で
あ
る

平
成
十
三
年
（
西
暦
二
千
一
年
）
ま
で

と
し
、
“
ま
ち
の
将
来
像
”
と
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
主
要
な
施
策
と
な
る
“
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
、
そ
し
て
施
策
全
般

に
わ
た
っ
て
方
向
づ
け
を
行
う
“
施
策

の
大
綱
”
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

≡
…
≡
一
＝
≡
≡
一
≡
＝
…
≡
≡
一
一
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
＝
一
≡
一
≡
≡
…
一
一
≡
≡
≡
＝
≡
一
一
＝
一
≡
≡
一
…
≡
…
…
［
＝
…
…
一
一
＝
≡
…
一
一
≡
≡
＝
≡
≡
一
≡
＝
一
一
一
＝
＝
一
一
…
≡
…
≡
一
＝
≡
一
≡
一
≡
≡
≡
一
≡
…
一
≡
≡
≡
≡
一
…
一
≡
≡
≡
≡
＝
一
一
≡
≡
≡
…
一
≡
一
一
≡
≡
≡
一
一
≡
一
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
一
一
一
≡
≡
一
≡
一
≡
一
≡
≡
＝

新
年
度
予
算
の
編
成
方
針

き
め
こ
ま
や
か
な
行
政
の
推
進

江
南
町
長

　
平
成
二
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
財

政
の
健
全
化
を
確
保
し
つ
つ
町
政
に
対

す
る
町
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

二
卜
一
世
紀
を
展
望
し
た
施
策
の
積
極

的
展
開
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ

と
を
基
本
理
A
，
心
と
し
て
編
成
い
た
し
ま

し
た
．
、

　
ま
ず
、
施
策
全
般
に
つ
い
て
創
意
と

工
夫
を
加
え
る
と
と
も
に
、
財
源
の
重

点
的
か
つ
効
率
的
配
分
を
行
い
、
事
務

　
　
柴
　
田
　
忠
　
雄

箏
業
の
見
直
し
を
徹
底
し
、
行
財
政
の

簡
素
効
率
化
を
一
層
推
進
い
た
し
ま
す
．

　
事
業
の
選
択
に
あ
た
っ
イ
、
は
、
先
例

や
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
質

業
の
優
先
度
に
つ
い
て
も
ト
分
検
討
い

た
し
ま
し
た
。

　
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
福
祉

の
充
実
に
寄
与
す
る
緊
急
．
不
可
欠
の
も

の
に
限
定
し
、
既
定
経
費
の
振
替
や
節

減
合
理
化
に
よ
り
必
要
な
財
源
を
ね
ん

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
利

便
都
市
」
と
い
た
し
ま
し
て
、
市
街
地

整
備
事
業
、
道
路
整
備
事
業
、
下
水
道

整
備
事
業
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
「
生
活
に
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ

る
快
適
環
境
都
市
」
と
い
た
し
ま
し
て
、

公
園
整
備
事
業
、
ご
み
・
し
尿
処
理
事

業
、
防
災
・
防
犯
事
業
、
交
通
安
全
対

策
事
業
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
「
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
健

康
都
市
」
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
保
健

・
医
療
対
策
事
業
、
福
祉
対
策
事
業
、

同
和
対
策
事
業
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま

す
、　

「
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
大
切
に
す
る

生
涯
学
習
都
市
」
と
い
た
し
ま
し
て
、

学
校
教
育
施
設
整
備
事
業
、
社
会
教
育

事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
事

業
、
町
史
編
さ
ん
事
業
な
ど
を
実
施
い

た
し
ま
す
．

　
「
活
力
に
あ
ふ
れ
躍
動
す
る
自
立
経

済
都
市
」
と
い
た
し
ま
し
て
、
農
業
の

振
興
、
商
業
の
振
興
、
工
業
の
振
興
、

観
光
の
振
興
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
「
町
民
の
夢
を
大
切
に
し
実
現
す
る

未
来
都
市
」
と
い
た
し
ま
し
て
、
広
報

の
発
行
事
業
、
行
政
事
務
の
電
算
運
営

事
業
、
統
計
事
業
な
ど
を
実
施
い
た
し

ま
す
、
、

　
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

最
大
限
の
努
力
を
払
い
、
財
政
の
効
率

的
運
用
を
図
り
、
積
極
的
に
き
め
こ
ま

や
か
な
行
政
を
推
進
す
る
所
存
で
お
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
．
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三
月
六
日
か
ら
開
か
れ
た
定
例
議
会
で
、
町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
成
二

年
度
予
算
が
決
ま
り
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
得
た

財
源
を
有
効
に
使
う
た
め
に
、
町
の
基
本
構
想
・
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
予
算

は
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
予
算
で
ど
の
よ
う
な
事
業
が
進
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

歳

入

平
成
二
年
度
予
算

二
十
六
・
三
％
増

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
の
十
三

億
一
二
千
九
百
二
十
七
万
四
千
円
で
歳
入

全
体
の
四
十
四
・
二
％
を
し
め
、
前
年

度
に
比
較
し
て
、
］
億
六
千
七
十
四
万

づくりのため

（単位1千円）一般会計の歳入
　平成2年度

そ　の　ほ　か
　110，037　3．6％

そ　の　ほ　か

　63，465　3．8％

繰Q，，，金1．7％ 平成元年度　　　繰　越　金
50，000　2．1％

自動車取得税交付金

　70，000　2．3％ 自動車取得税交付金

　50，000　2．1％地方譲与税
　86，000　2．9％

町　　　　　債

　96，000　3．2％

地方譲与税
　86，000　3．6％

繰　　入　　金

　167，604　5．5％

町　　　　　債

　60，000　1．5％

地方交付税
　540，000　17．8％

国・県支出金
　568，085　18．8％

町　　　　　税
　1，339，27444．2％

歳入合計

　3，027，000千円

　地方交付税
　　480，000　20．O％

　国・県支出金
　　429，00117．8％

　町　　　　　税

　1，178，53449，1％

歳入合計

　2，397，000千円

円
の
増
額
、
率
で
十
三
・
六
％
増
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
税
、
固
定

資
産
税
と
も
に
高
い
伸
び
が
予
想
さ
れ
、

ま
た
、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
、

特
別
土
地
保
有
税
も
堅
調
な
伸
び
が
予

想
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
町
税
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
町
民
税

の
個
人
分
・
法
人
分
と
も
増
額
が
見
込

ま
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
全
体
で

五
億
四
千
五
百
五
十
万
一
千
円
で
全
体

の
十
八
％
を
し
め
、
前
年
度
に
比
較
し

て
、
六
千
六
百
二
十
万
円
、
率
で
十
三
・

八
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
税
は
、
六
億
八
千
百
九
十

万
七
千
円
で
二
十
二
・
五
％
を
し
め
、

前
年
度
に
比
較
し
て
、
一
億
百
四
十
九

万
円
、
十
七
・
五
％
増
と
な
り
、
企
業

誘
致
や
既
存
工
場
の
増
築
、
住
宅
の
新

築
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
た
ば
こ
税
は
、
四
千
八
百
六
十
万

円
で
一
・
六
％
を
し
め
、
前
年
度
に
比

較
し
て
、
三
百
六
十
万
円
、
八
・
O
％

の
伸
び
と
な
り
こ
れ
は
、
数
量
及
び
高

級
化
指
向
に
よ
っ
て
、
販
売
量
、
額
と

も
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　
愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
“
た
ば
こ
は
地

元
で
買
い
ま
し
よ
う
。
”

　
特
別
土
地
保
有
税
は
、
五
千
百
三
十

八
万
一
千
円
で
全
体
の
一
・
七
％
を
し

め
、
前
年
度
に
比
較
し
て
、
二
百
十
七

万
円
、
率
で
四
・
四
％
の
伸
び
と
な
り
、

こ
れ
は
、
千
代
地
区
の
ゴ
ル
フ
場
開
発

な
ど
●
る
も
の
で
究

　
　
　
　
　
●

町民1人当り使われるお金【人口は11，508人で計算】

土木費 総務費 教育費 農林水産業費 総　　額

31，658円 31，727円 54，852円 63，701円 263，034円

吻．ネ
　　シ 》

⑭
口
0
0

一

冬物 ，　一

己　む・
一　　　の　r　　　　　　　』

　㊦
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　　町民の暮らしと町

一般会計予算

一般会計の歳出（単位・千円

　　平成2年度

平成元年度

そ雪8112『4．9％●そ　のほ　か
74，347　1．5％

議　会　費
　96，17〔）　3．2％

議　会　費
88，772　　　L

消　　防　　費

　147，498　4．9％
消　防　費

123，912　5．2％

公　債　費 公　債　費
167，283　5．5％ 151，639　6．3％

衛　　生　費 衛　生　費
214，568　7．1％ 212，559　8．9％

民　生　費 民　生　費
233，397　7．7％ 215，693　9．0％

土　木　費 土　木　費
364，32112．0％ 288，719　12．0％

総　務　費 総　務　費
365，10913．0％ 354，230　14．8％

教　育　　費
631，23420．9％

教　育　費
208，288　8，7％

農林水産業費
733，07324．2％

農林水産業費

634，560　26．5％

歳出合計

　3，027，000千円

歳出合計

　2，397，000千円

　
　
　
　
●

つ
P
・
地
方
交
付
税
の
五
億
四

千
万
円
は
前
年
度
に
比
較
し
て
、
六
千
万

円
、
率
で
十
二
・
五
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
歳
入
で
は
、
繰
入
金
の

一
億
六
千
七
百
六
十
万
四
千
円
で
前
年

に
比
較
し
て
、
一
億
六
千
七
百
六
十
万

一
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金

の
一
億
六
千
五
百
万
円
と
、
ま
ち
づ
く

り
基
金
繰
入
金
の
二
百
六
十
万
二
千
円

を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳

出

町
民
一
人
当
り
負
担
す
る
お
金
【
人
口
］
万
一
千
五
百
八
人
で
計
算
】

主
な
事
業
と
予
算
額

新
し
い
総
合
振
興
計
画
を
も
と
に
、

江
南
町
の
将
来
像
で
あ
る
”
躍
動
2
夢

と
ふ
れ
あ
い
パ
ワ
フ
ル
ニ
十
7
に
向

か
っ
て
、
次
の
よ
う
な
諸
施
策
に
取
り

組
み
ま
す
．

税
4
7
　
　
子
ζ

民
　
　
ひ
「
．

町

固定資産税
　　　59，255円

軽自動車税
　　　1，033円

∵
ワ

／’
　
　
，

一

・
＠
一

O

町た

特別

額

16，378円

総

そのほか 議会費 消防費 公債費 衛生費 民生費
6，460円 8，357円 12，817円 14，536円 18，645円 20，281円

『　　診
伊

《鰯 辻 す

　　＼〆／￥

　　　’
　争
－’　　A

　ξ

o
や
霧
γ9：・ 子

　　ゴ　’

さ
ゆ鄭　　＝つ
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○
町
民
の
蕃
b
し
慧
灘
都
市

市
街
地
整
備
　
　
一
一
、
七
二
一
千
円

○
江
南
中
央
第
．
一
土
地
区
画
整
理
事
業

　
調
査
費
　
　
　
一
〇
、
四
六
〇
千
円

○
熊
谷
南
部
地
域
開
発
調
査
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
六
一
千
円

道
路
・
橋
り
ょ
う

　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
九
、
八
四
〇
干
円

○
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
二
六
、
○
O
O
千
円

○
幹
線
道
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
七
一
、
二
〇
〇
千
円

○
地
方
改
善
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
五
七
、
．
二
〇
〇
千
円

○
生
活
道
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
七
五
、
三
四
〇
千
円

公
共
下
水
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
O
O
O
千
円

○
生
活
に
ゅ
と
り
ζ
．
騒
講
罪
市

工
事
が
進
む
板
井
地
区
内
の
農
業
集
落

排
水
管
路
埋
設
工
事

公
園
・
緑
地
　
　
　
八
、

○
中
央
公
園
設
計
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
六
、

○
O
O
千
円

O
O
O
千
円

○
歴
史
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
、
○
○
○
モ
円

ゴ
ミ
・
し
尿
処
理

　
　
　
　
　
　
一
二
五
、
五
四
〇
千
円

○
荒
川
南
部
し
尿
処
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
五
九
、
七
五
五
千
円

○
ご
み
処
理
事
業
等

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
　
一
五
五
千
円

○
不
燃
物
及
び
可
燃
物
収
集
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
四
、
〇
九
．
千
円

○
「
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
」
ゼ
ロ
運
動

　
推
進
事
業
　
　
　
　
　
、
一
〇
〇
毛
円

○
ご
み
処
理
容
器
購
入
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
三
九
千
円

防
災
・
防
犯
　
　
二
六
、
五
八
一
一
千
円

○
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
七
六
．
千
円

○
消
防
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
］
五
、
八
一
』
千
円

道
路
反
射
鏡
等
交
通
安
全
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
、
　
一
九
四
千
円

○
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
　
康
　
都
　
市

保
健
・
医
療
　
　
一
九
、
〇
一
七
干
円

○
健
康
審
査
及
び
各
が
ん
検
診
受
診
者

台
帳
電
算
処
理
事
業
　
　
六
七
．
干
円

○
健
康
相
談
等
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
二
二
、
六
］
七
千
円

○
母
子
保
健
推
進
員
等
母
子
保
健
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
．
千
円

．
機
能
訓
練
事
σ
一
二
一
二
四
千
円

　
　
　
　
●

○
人
間
ド
ッ
タ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
〇
〇
千
円

○
寝
た
き
り
予
防
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
二
、
六
三
四
千
円

福
祉
　
　
　
　
　
八
八
、
二
九
一
千
円

○
老
人
タ
ラ
ブ
等
高
齢
者
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
九
二
二
千
円

○
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
九
八
千
円

o
寝
た
き
り
老
人
短
期
保
護
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
〇
六
千
円

〇
六
十
五
歳
以
上
独
居
老
人
宅
家
庭
奉

仕
員
派
遣
事
業
　
　
　
　
几
七
』
一
千
円

○
町
保
育
所
及
び
管
外
児
童
措
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
八
○
、
五
、
、
八
千
円

同
和
対
策
事
業
　
　
五
、
〇
七
三
千
円

○
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
大
切
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
都
市

学
校
教
育
　
　
三
二
三
、
七
二
〇
千
円

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
』
一
〇
八
、
○
○
○
千
円

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
七
二
〇
千
円

社
会
教
育
　
　
　
　
四
、
六
二
六
千
円

○
同
和
問
題
啓
発
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
、
九
九
ニ
モ
円

○
生
涯
学
習
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
　
⊥
ハ
一
．
、
㎜
り
ト
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
千
円

町
史
編
さ
ん
事
業
　
三
、
三
二
八
千
円

○
活
力
に
あ
ふ
れ
霧
饗
都
市

農
林
業
の
振
興

　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
、
　
一
五
四
千
円

○
農
業
経
営
の
安
定
確
立
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
三
、
〇
六
、
二
毛
円

○
農
道
舗
装
等
生
産
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
四
四
、
八
七
六
千
円

○
生
活
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
五
〇
九
、
九
八
四
千
円

○
農
林
業
地
域
改
善
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
二
』
一
二
千
円

テ
ク
ノ
グ
リ
ー
ン
構
想
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
千
円

商
工
会
育
成
事
業
　
六
、
一
八
三
千
円

観
光
振
興
事
業
　
　
　
　
二
五
千
円

○
町
民
の
夢
を
大
切
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
す
る
未
来
都
市

広
報
の
発
行
　
　
　
三
、

行
政
運
営
　
　
　
二
八
、

．
弔
畷
務
運
営
事
業

　
　
　
　
　
●

六
〇
〇
干
円

O
二
六
千
円

　
　
　
　
　
　
　
二
七
、
一
四
六
千
円

○
統
計
だ
よ
り
発
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
○
千
円
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老
人
保
健

　
老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
老
人
が
医
療
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
安
定
し

　
　
　
　
●

た
運
墓
盤
と
す
●
め
好
象
者
の

増
加
、
受
診
率
の
動
向
な
ど
を
十
分
勘

案
し
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
七
千
六

百
七
十
四
万
八
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
支
払
基
金
交
付
金
三
億
二

千
九
百
五
十
二
万
二
千
円
、
国
・
県
支

出
金
一
億
一
千
七
百
七
十
五
万
八
千
円

な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
医
療
諸
費
が
予
算
全
体
の

九
十
八
・
六
％
を
し
め
、
ほ
か
で
は
、

高
齢
者
の
健
康
保
持
と
増
進
を
図
る
た

め
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
健

康
者
表
彰
な
ど
を
計
画
し
ま
し
た
。

歳入
　4億7，674万8千円

繰入金　24，462千円5。1％　　その他　　5，006千円

支払基金交付金
329，522千円

　69．1％

国・県支出金

　117，758千円
　　　24．7％

歳出

　4億7，674万8千円
総務費二研円α甥その他の支払5，　円1・●

歳出

医療諸費
　470，283千円
　　　98．6％

住
宅
資
金
貸
付
事
業

　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
に
つ
い

て
は
、
生
活
環
境
の
改
善
整
備
を
図
る

こ
と
を
重
．
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
九
百
四
十
五

万
九
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
歳
入
は
、

国
庫
支
出
金
百
五
十
五
万
円
、
諸
収
入

工
－
二
百
八
十
一
万
五
千
円
、
町
債
四

百
六
十
万
円
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
新
築
貸
付
六
百
二
十
万
円
、

公
債
費
一
千
三
百
十
四
万
八
干
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
人
口
の
高
齢
化
、
疾
病
内
容
の
変

化
、
医
療
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
医
療

費
は
引
き
続
き
増
加
し
、
財
政
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
安
定
し
た
国
保
制
度
の
維

持
を
図
る
た
め
に
健
全
な
運
営
に
努
め

疾
病
予
防
に
重
点
を
置
い
た
、
健
康
保

持
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
医
療
福
祉

の
一
環
と
し
て
、
あ
ら
た
に
高
額
医
療

費
資
金
貸
付
事
業
を
計
画
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
四
看
四
百
ヒ
レ
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
保
険
税
、
億
九
モ
百
几
卜

一
万
六
千
円
、
国
・
県
支
出
金
…
億
五

千
二
百
十
六
万
四
千
円
、

療
養
給
付
費
交
付
金
＝
．

千
六
百
七
十
六
万
一
千

円
な
ど
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
．

　
歳
出
は
、
保
険
給
付

費
三
億
九
百
五
十
六
万

四
千
円
、
老
人
保
健
拠

出
金
几
千
百
一
、
卜
九
万

二
千
円
な
ど
で
す
。
保

健
施
設
費
に
つ
い
て
は
、

疾
病
予
防
と
健
康
保
持

を
図
り
、
保
険
給
付
費

の
節
減
の
た
め
、
人
問

ド
ッ
タ
助
成
事
業
を
引

き
続
き
行
い
、
あ
ら
た

に
医
療
福
祉
事
業
と
し

て
、
高
額
医
療
費
資
金

貸
付
基
金
百
万
円
を
計

L
い
た
し
ま
し
た
。

歳出4億4，470万円歳入4億4，470万円

F］

金

円

％

の支出
27τ・円

3．2％

保険給付費
309，564千

69．6％

老へ保健拠出
91，292τ・

20．5

費

17刊ll
6．7％

その他
14，〔）

国民健康保険税
　191，916千円

r43。1％

　29，8

の収入
9下・円

5．1％

43．1％

国一県支出金
152，164 τ・円

34．2％

療養給付費交付金
36，761 下・円

8．3％

繰入金
41，20（汀・円

9．3％

その他
22．65

水
道
事
業

　
本
年
度
の
水
道
事
業
は
、
こ
の
と
こ

ろ
の
住
民
生
活
様
式
の
多
様
化
、
人
口

の
増
加
や
工
業
発
展
な
ど
に
よ
り
水
需

要
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

．
一
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
水
の
効
率
的

利
用
を
図
り
、
整
備
計
画
に
基
づ
い
た

将
来
見
通
し
と
適
正
な
水
源
の
確
保
、

需
要
に
見
合
う
施
設
、
安
定
し
た
水
の

供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
県
水
導
入
に

備
え
て
、
引
き
続
き
平
成
七
年
を
目
標

に
第
四
次
拡
張
工
事
を
進
め
今
後
一
層

の
経
営
内
容
を
充
実
さ
せ
、
健
全
な
運

営
と
有
収
率
の
向
上
を
図
り
、
安
心
し

て
飲
め
る
水
を
常
時
供
給
で
き
る
態
勢

を
確
立
し
、
み
な
さ
ん
の
快
適
な
生
活

環
境
と
健
康
の
増
進
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
二
年
度
予
算
概
要
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
．

一
、
業
務
の
予
定
量

　
ω
給
水
戸
数
…
…
．
二
、
．
八
一
、
一
戸

　
ω
年
間
総
配
水
量

　
　
　
…
：
二
、
九
八
一
．
、

○
○
○
㎡

二
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

ω
収
益
的
収
入

　
　
　
　
…
…
一
．
九
四
、
六
一
、
○
干
円

鋤
収
益
的
支
出

　
　
　
　
：
…
二
几
一
、
、
六
六
四
千
円

　
差
引
当
年
度
純
利
益

　
　
　
　
　
：
一
〇
一
、
瓦
捉
六
千
円

三
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

ω
資
本
的
収
入

　
　
　
　
…
…
四
〇
九
、
〇
五
∩
）
壬
円

図
資
本
的
支
出

　
　
　
　
…
…
五
一
二
、
四
〇
七
千
円

　
　
差
引
不
足
額

　
　
　
　
　
：
∴
○
』
一
、
．
二
五
七
千
円
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
②

お
母
さ
ん
の
役
割
に
つ
い
て

　
自
然
が
美
し
く
輝
く
春
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
四
月
は
入
園
（
学
）
の
シ

ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
、
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
甘
え
て
い
た
、
お
子
さ
ん
が
小
さ

な
胸
に
期
待
と
不
安
を
も
っ
て
集
団
生

活
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な

時
に
で
き
る
、
お
母
さ
ん
の
役
割
に
つ

い
て
お
願
い
し
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
の
上
手
な
活
用
を

　
母
子
健
康
手
帳
に
は
、
お
子
さ
ん
の

出
生
時
か
ら
三
歳
児
健
診
ま
で
の
、
発

育
状
況
や
予
防
接
種
の
種
類
な
ど
が
く

わ
し
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
母
子
健

康
手
帳
は
、
お
子
さ
ん
の
成
長
課
程
を

記
録
す
る
大
切
な
手
帳
で
す
。
健
康
相

談
資
料
と
し
た
り
、
成
人
と
な
っ
た
時

に
は
手
帳
を
な
が
め
、
思
い
出
ば
な
し

を
す
る
な
ど
、
意
義
あ
る
母
と
子
の
心

の
ふ
れ
あ
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は

家
族
み
ん
な
の
健
康
管
理
者

お
子
さ
ん
が
熱
を
出
し
た
り
、
お
な

か
の
具
合
が
悪
い
時
、
無
理
を
さ
せ
て

登
校
さ
せ
た
り
し
た
こ
と
は
、
あ
り
ま

せ
ん
か
？
ま
た
、
家
族
の
中
に
高
血
圧

な
ど
で
困
っ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
食
事
の
献
立
を
考

え
て
あ
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
お

母
さ
ん
は
、
家
族
全
貝
の
健
康
状
態
を

常
に
見
つ
め
生
活
状
態
の
小
さ
な
変
化

か
ら
も
病
気
な
ど
を
察
知
し
て
、
疾
病

の
未
然
防
止
を
行
う
健
康
管
理
者
で
す
。

お
忙
し
い
毎
日
で
し
よ
う
が
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
疾
病
の
予
防
に
は
、
集
団
防
衛
と
個

人
防
衛
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
集
団
防
衛
と
は
杜
会
全
体
で
病
気

の
予
防
を
す
る
こ
と
、
お
子
さ
ん
の
予

防
接
種
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
い
た
し
ま

す
。
個
人
防
衛
と
は
、
ひ
と
り
一
人
が

病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
注

意
す
る
こ
と
で
す
。
「
手
を
洗
う
」
「
う

が
い
を
す
る
」
こ
と
な
ど
が
、
最
も
基

本
的
な
予
防
手
段
で
す
。

　
何
と
い
っ
て
も
お
母
さ
ん
の
ち
ょ
っ

と
し
た
気
く
ば
り
と
心
く
ば
り
が
家
族

の
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
す
。
健
康
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
家
庭
づ
く
り
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
．
●

　
　
　
　
●

県立寄居養護学校＆

　県立寄居こども病院のご案内

　小児気管支ぜんそくを始め心臓や腎臓など長期にわた

る治療を必要とする児童生徒のために、病院と学校が併

設された施設であります。

　これが県立寄居養護学校と県立寄居こども病院です。

　この学校の特色は、普通の小・中学校とおなじ教科の

教育を行ない児童生徒の健康が回復しだい、出身校に復

帰できることです。

　お子さんの教育で、このようなケースでお困りのかた

は下記へお問い合わせください。

　県立寄居養護学校　　費0485－81－0475

　県立寄居こども病院　盈0485－81－0268

　詳しくは、役場保健課智36－1521（内線310）・町教育

委員会（内線237）へお願いします。

　　　　　　　　　交遇案内図

至
顧
谷

翌
移
又

廃棄物収集日・一覧表の

　　　一部訂正について

　平成2年4月からの生ごみ、不燃物の収
集日一覧表を配布いたしましたが、一一一部変

更がありますので訂正をお願いします。

生庶

一．え

〕る
　コ“
み、
　こ
　）

収集地区 収　　集　　日

成　　沢 毎週火曜日と金曜日

御正新田 毎週火曜日と金曜日

生颪

一、え

一る
　コ“
み、
　こ

収集地区 収　　集　　日

成　　沢
毎週火曜日と金曜日
　（一部土曜日あ1））

御正新田 毎週火曜日と土曜日

訂
正
㊥

訂
正
＠

※　成沢地区には従来と同じく一部土曜日
　収集があります。

★ご注意とお願い
　☆生ゴミと不燃ゴミの収集日が同じ日が
　　あります。ゴミを混ぜないで下さい。
　☆かならず収集日の朝出すことを（午前
　　8時30分まで）お願いします。

　☆生ゴミは、指定の紙袋に、黒ビニール
　　などでは収集しません。

　☆不燃物は、しっかりとしたダンボール
　　箱か丈夫な袋に入れて下さい・
　☆紙オムツやマットレスなどの高分子系
　　製品は、大気汚染の原因となるため焼
　　却できません。出さないようご協力を
　　お願いします。
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lI”14月からは1年生ノ1”II

　3月20日、江南幼稚園卒園

式が行われました。今年は、

150名（男76名、女74名）の

園児が元気に卒園し、4月か

ら南・北小学校に入学します。

　無事に成長した姿に、お父

さん、お母さんも満足そうで

した。

フ
ォ
ト

ユ

ス●

lIlllIll”荒川にサケの放流II”ll””

幽

　2月28日、北小学校6年生がサ

ケの稚魚（体長4cm）300匹を荒川
　　　　　　　　　　　　　、鑑
に放流しました。

子どもたちは、昨年12月から約　難糟

　　　　　　　　　　　　　　　騰襲無一ン，

男

繍

””lll”1文学歴史散歩1”1”1”1

　3月6日、教育委員会の主催に

より、文学歴史散歩が行われ、96

人のみなさんが参加し、「宮本武蔵」

など大衆文学を築いた吉川英治の

記念館や川合玉堂美術館などを見

学し、楽しい一日を過ごしました。

（嘉騰諺グ好きだった場所で）

●
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確
定
里
目
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
計
算
違
い

な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
り
、
あ
る
い
は
う
っ
か
り

し
て
確
定
申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い

る
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と
き
は

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
し
て
い
な
い
と
き
は
、
た
だ

ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税

額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ

い
た
と
き
は
、
「
更
正
の
請
求
」
を
し
て

正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
た
め

の
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申

告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
か
ら
、
平

成
元
年
分
の
申
告
所
得
税
は
平
成
三
年

三
月
十
五
日
ま
で
、
平
成
元
年
分
の
消

費
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年

四
月
二
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税

額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気

付
い
た
と
き
は
、
「
修
正
申
告
」
を
し
て

正
し
い
税
額
に
修
正
し
て
下
さ
い
。

　
こ
の
「
修
正
申
告
」
を
す
る
た
め
の

用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
正
を

受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
申

告
し
た
り
、
更
正
を
受
け
た
り
す
る
と

加
算
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
気
付
い

た
と
き
は
な
る
べ
く
早
く
申
告
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
を

受
け
る
前
に
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し

た
と
き
に
は
、
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
。　

ま
た
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に

納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
は
、
修
正

申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
納
め
る
税
額
に
は
、
本
来

の
納
期
限
の
翌
日
（
た
と
え
ば
所
得
税

で
す
と
三
月
十
六
日
）
か
ら
納
付
す
る

日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
税
と

併
せ
て
納
め
て
下
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
●
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
●

の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

と
き
に
は
、
た
だ
ち
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を

「
期
限
後
申
告
」
と
い
っ
て
、
税
務
署

か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も

で
き
ま
す
が
、
税
務
調
査
を
受
け
た
後

で
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受

け
た
り
す
る
と
、
本
来
の
税
額
の
ほ
か

納
付
す
べ
き
税
額
の
十
五
％
の
無
申
告

加
算
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
申
告
を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。

　
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的

に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き
は
加
算
税

は
五
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
場
合
の
税
額
は
、
申
告
書
を
提
出
す

る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
修

正
申
告
の
場
合
と
同
様
延
滞
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
本
税
と
併
せ

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
ご
不
明
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
熊
谷
税
務
署
含
二

一
－
三
九
〇
五
ま
た
は
熊
谷
税
務
相
談

室
費
二
四
－
七
九
六
］
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
．

一
》
う
を
畠

　
　
　
　
俳
句
会
⑪

　
　
　
う
レ
ろ

梅
林
や
後
は
黒
き
杉
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

梅
が
香
の
静
ま
る
庭
で
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
八
郎

初
雲
雀
文
殊
様
の
日
呼
び
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

佳
き
女
の
裾
乱
れ
る
や
春
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

梅
林
は
今
満
開
で
人
溢
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

秩
父
路
に
ひ
び
く
鈴
の
音
遍
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

梅
の
寺
入
陽
輝
く
美
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

絵
馬
に
絵
馬
重
ね
し
願
い
梅
七
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

針
の
め
ど
通
れ
ば
嬉
し
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

こ
と
多
き
日
々
耐
へ
て
来
し
梅
ふ
ふ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

嫁
ぎ
ゆ
く
娘
の
幸
せ
や
梅
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

梅
が
香
に
心
安
ら
ぐ
刻
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
洋
子

　
　
　
ひ
も

く
つ
の
紐
結
び
直
し
て
梅
の
坂

●
　
　
新
沢
直
江

　
　
　
　
　
　
●

梅
が
枝
に
結
ぶ
お
み
く
じ
吉
と
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

慶
き
こ
と
の
決
ま
り
し
知
ら
せ
梅
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

梅
が
香
や
お
宮
参
り
の
晴
着
ゆ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
ェ

大
花
瓶
こ
ぼ
れ
る
程
に
白
き
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

二
分
三
分
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

梅
白
し
山
村
過
疎
に
な
る
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

文
殊
寺
の
絵
馬
び
っ
し
り
と
梅
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

白
梅
の
は
か
な
む
如
く
水
に
散
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
あ
い
子

梅
の
花
避
け
て
や
り
た
し
雨
風
を

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

嫁
ぎ
行
く
門
出
を
祝
ふ
自
き
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

白
き
梅
一
途
に
生
き
て
農
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
屋
　
ま
つ

老
木
の
小
枝
に
梅
の
ほ
の
ぼ
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

一
湾
の
春
潮
に
乗
り
漁
船
出
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
〆
　
　
’

　
　
　
　
曾
．

　
　
　
　
－
矧
∠

　
　
　
　
、
グ
」
夙

　
　
　
　
　
　
　
，
～
ノ
r
1
殴
、
　
　
／

　
　
　
　
　
＼
全
　
　
　
　
！
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●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

新
農
業
委
員
二
十
二
人
決
ま
る

　
　
　
　
　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
無
投
票

　
二
月
十
四
日
任
期
満
了
に
よ
る
江
南

町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
二
月
十

三
日
に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
の
受
付
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の

定
数
十
五
人
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、

無
投
票
で
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
団
体
か
ら
の
推
せ
ん
委
員

も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
三
年
間
に
わ
た
っ
て
お
ほ
ね
お

り
を
い
た
だ
く
農
業
委
員
さ
ん
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
．

階6創｛崎

O
選
任
に
よ
る
委
員

（
尉
候
舗
届
儲
）

　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
献

　
　
　
　
　
　
踊

　
　
　
　
　
　
納

　
　
　
　
　
　
関

口村田中田島澤井井

久昭万禎武一照勝芳
吉二平二司益三久治

長小杉高志福
谷

川島田橋村田

　勧清正

充一喜吉正昇

o
団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
町
長
の
選

任
し
た
委
員

●
議
会
推
薦
に
よ
る
学
織
経
験
者

水橋富鹿柴

野本岡庭田
孝松’賢充忠

二良久永雄

農
業
共
済
組
合
推
薦

　
　
　
　
　
長
谷
川
　
七

農
業
協
同
組
合
推
薦

　
　
　
　
　
福
　
田

郎清

喜
夢
レ
｝
レ
墜
レ
｝
レ
｝
レ
｝
｝
蚕
憂
レ
蓄
拳
レ
蔓
肇
｝
；
｝
レ
言
｝
塾
『
レ
｝
レ
｝
レ
崖
ε
委
レ
匿
匿
き
…
｝
墜
『
レ
垂
壁
『
を
愛
し
｝
レ
塵
レ
ε
き
塗
『
レ
匠
E
E
謎

役
場
は
七
月

　
　
　
　
か
ら
毎
月

第
一

一
・
第
四
土
曜
目

　
　
　
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
国
・
県
や
金
融
機
関
を
は
じ
め
、
民
間
企
業
に
お
い
て
も
週
休
二
日
制
が
定

着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
南
町
も
七
月
か
ら
「
土
曜
閉
庁
」
が
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
庁
す
る
土
曜
目
は
、
第
二
お
よ
び
第
四
土
曜
日
で
す
、
土
曜
閉
庁
は
、
国

全
体
と
し
て
労
働
時
間
の
短
縮
を
進
め
る
と
い
う
観
点
に
た
っ
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。
県
内
で
も
六
十
三
市
町
村
で
“
閉
庁
方
式
”
の
導
入
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
休
ま
ず
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
※
く
わ
し
く
は
、
総
務
課
（
内
線
二
二
七
番
）
へ
。

－
』
ヨ
』
4
』
『
』
「
』
i
璽
』
『
毒
｛
』
『
」
罵
－
…
璽
』
「
ξ
』
i
奢

炉

　
　
　
　
～
　
〃

糠
劔
、
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ξ
霜
薯
｛
q
電
｛
…
‘
1
1
1
】
i
㌔

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
が
四
月
か
ら

　
　
八
、
四
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
今
ま
で
月
額

八
千
円
で
し
た
が
、
平
成
二
年
四
月
か

ら
は
八
千
四
百
円
に
な
り
ま
す
。
付
加

保
険
料
を
納
め
て
い
る
か
た
は
、
今
ま

で
ど
お
り
、
月
額
四
百
円
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
全
国
民
に
共
通
の
「

基
礎
年
金
」
を
支
給
す
る
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
基
礎
年
金
は
、
若

い
人
た
ち
が
お
年
寄
り
の
生
活
を
順
送

り
に
支
え
て
い
く
し
く
み
を
と
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
制
度
は
、
加
入

者
が
納
め
る
保
険
料
で
支
え
ら
れ
て
い

定額保険料 付加保険料

毎月納付

12ヵ月分

　8，400円

100，800円

　400円

4，800円

前納額 98，370円 4，680円

割引額 2，430円 120円

る
の
で
す
．

　
こ
の
た
め
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
、
加
入
者
の
急
激
な
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
、
毎
年
度
分
の
保
険

料
を
引
上
げ
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
一
年
分
の
保
険
料
（
二
年
四

月
～
三
年
一
二
月
）
を
ま
と
め
て
四
月
に

納
付
し
ま
す
と
、
割
引
き
の
特
典
が
あ

り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を

　
　
　
　
　
納
め
ま
し
た
か

　
自
営
業
者
な
ど
、
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
は
、
ご
自
分
で
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
毎
月
の

　
　
　
　
の

納
付
は
、
自
分
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、

お
互
い
に
助
け
合
う
た
め
の
大
切
な
義

務
な
の
で
す
。

　
忙
し
く
て
、
毎
月
納
付
に
で
か
け
る

の
が
困
難
な
か
た
は
口
座
振
替
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
方
法
は
、
住

民
課
国
民
年
金
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
経
済
的
に
非
常
に
苦
し
く
、
納

付
が
困
難
な
か
た
は
免
除
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
四
月
は
元
年
度
分
保
険
料
の
最
終
納

期
で
す
。
元
年
度
の
保
険
料
納
付
書
を

お
も
ち
の
か
た
は
、
も
う
一
度
お
確
め

の
う
え
、
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。



もよおし
花き園芸講座　（4月）

■日時・テーマ

開催日 テ　ー　マ 費　　用

20日働

24日（幻

27日働

サクラソウの品種

洋ランの株分け

壁がナワイヤーバスケット

無　　料

　〃
2，500円

●　　農林公園内・植物振興センター
　1　分室まで　費83－2841

　　　農林学級　（4月分）

　I

　i

　i

I鴨料用

i’璽般置民　一

　i■受付日時など
　i　毎月1日の午前8時30分から、
　　定員になりしだい締め切り。
　　■間合せ
　i　農林公園管理事務所費83－2301

　i　国営武蔵丘陵森林公園

●春のイベント
　i

　時間は、午後1時30分
■対　 象

一般県民
■受付日時など

毎月1日の午前8時30分から
定員になりしだい締め切り。

■問合せ

　■日　　時
　　4月29日・30日　9：30～16：30
　■場　 所

i　植物園彫刻広場
　■参加費
i　無料
i□内　容
i　熊谷地方の名産物、特産物を展
　示・紹介し頒布します。

i　アンパンマンのフワフワドーム

i■日　時
i　4月29日　11：00～

i■場　所
　北サイタリングセンター前広場
　■参加費

1無料1■内　 容

■場　 所

　勤労福祉センター第2会議室
■内　 容

行政への不満など

■問合せ
総務課　内線227

　　心配ごと相談
■日　　時
　4月10日（火）・4月24日（火）

午前9時30分～正午まで
■場　　所
　勤労福祉センター第2会議室

■内　 容

　日常生活での悩みごとなど

■間合せ
社会福祉協議会　内線252

iの聡磁窺区欝rムiその
1　　球根プレゼント

　■日　　時
　4月29日　9：30～（北口は11：00～）

1
■
場
　 所　　　　　　iを、
　各入口（南・西・中央・北）　　iだくものです。
　■内　 容

i　北ロオープンを記念し、当日のi定資産（土地・
1入園者に各入口千名にグラジオラ　i

iスの球根をプレゼントします。　　i税台帳をご覧ください。

　　　そうだん　　■日　時
i行政相談　i（土，雀日‘よ正午まで）

i■日　　時　　　　　　　　　　　i■場所・問合せ
i　4月24日（火〉　　　　　　　　　　i税務課固定資産税係
i　午前9時30分～正午まで　　　　i　智36－1521　内線254

i
i新翫松福樋高田新長押奥三鈴青卜福成

i井広田島田春橋中井澤切野本木欄侭1

：理真伸賢慶利彩正友千達雪　広　理一…　好樹花幸　介　尋哉乃

他

開催日 内　　　　容 時　間

22日（日）

29日（日）

30日（月）

木工教室（椅子作り）

　　”　（型抜き）

　　”　（型抜き）

午時10時
午後塒30分

午後塒30分

22日（日）

30日（月）

おばけかぽちゃ

栽培講習会

午後塒30分

午前10時

30日（月） 春蒔草花子供学習会 午後1時30分

：　4月29日（日）午前11時に森林公園

1に北入口がオープンします。記念
　式典や記念イベントがいっぱい。

　また、4月29日、30日は都市緑
1化月間にちなんで入園料が無料と
：なります。

i　　みどりの散歩道

i■日　時
i　4月29日・30日　10時～16時

i■場　 所

1　園内特設コース
　■参加費
1　無料
1■内　 容

　木や花の名前当てタイズを行い
　ながら園内の散策を楽しんでもら
　います。

i　春のふるさと特産展

長　　長長長
男　　女男男

利　政利伸
…　　雄夫一

固定資産税課税台帳の縦覧

　固定資産税課税台帳の縦覧は、
平成二年度の固定資産税を決める　1

基礎となる固定資産の状況や価格　i
　あなた自身の目で確めていた　i

今年の1月1日現在で町内に固
　　　　　家屋・償却資産）
を持っている人は、この機会に課

　4月2日（月）～20日（金）（日曜日は

除く）午前8時30分～午後5時

長二長長　二
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